
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令和 ４ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト（ 県立特別支援学校大宮ろう学園 ）s38 
 

目 指 す 学 校 像 自ら学びを深め、たくましく生きる力を育む学校    
※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１全日本聾教育研究大会、関東地区聾教育研究会、校内研修会等による研究成果の共有

と更なる授業力の向上 

２魅力あるろう学園の発信と地域との連携及びセンター的機能の充実 

３GIGA スクール構想の実現に向けたさらなる ICT 活用と安心安全な学校づくりの推進 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者      名 

    生徒         名 

   事務局(教職員)     名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 令和 ４年 度 評 価 （  月  日 現 在 ）  実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

・全日本聾教育研究大会、関東
地区聾教育研究会、校内研修会
等をとおして、聴覚障害教育の理
解を深めるとともに、研究成果を
全校で共有し、反映させていく必
要がある。 
 

①全体研修「幼児教
育」「自立活動」「重
複教育」の３つのテー
マに基づいた研究のま
とめ及び、学部研修の
継続 
 

①指導助言者を招聘した全
体研修会の実施 
①事例研究等による教職員
間の学び合いの推進と授業
改善 
 

①教職員一人一人が研修等
に主体的に参加することが
できたか。 
①学部の事例研究をとおし
て、聴覚障害教育の向上に
つなげることができたか。 

   

 

 

・これまでの教育実践等を整理
し、必要な見直し及び改善を行っ
て、次のステージに向けて本校の
特色ある教育課程をさらに充実さ
せていく必要がある。 

②授業実践等の整理と
研究成果を活かした授
業力の向上 

②これまでの教育活動の取
組を１００周年に向けて整
理するとともに、中長期的
な視点で教育課程の在り方
を研究・検討する。 

②１００周年に向けて各学
部の実践のまとめを整理
し、本校の聴覚障害教育の
歴史と伝統を継承していく
意識が高められたか。 

   

 

 

２ 

・地域・社会において、聴覚障害
教育への興味関心が一層高まるよ
う、引き続き本校から魅力を発信
していく必要がある。 

①地域交流と社会で活
躍する聴覚障害者の活
用の促進 

①オンラインも取り入れ、
企業・事業所等との関係を
構築する。 
①就労支援アドバイザーに
よる面談・講演会、卒業生
による進路講演会の実施 

①企業・事業所等とのつな
がりを広げることができた
か。 
①外部講師による保護者向
け、生徒向けの進路講演会
を計画的に実施できたか。       

   

 

 

・早期発見連絡会や諸機関担当者
会をとおして、乳幼児の情報交換
等、諸機関と連携するとともに、
聴覚障害児支援中核機能モデル事
業において、医療・療育との連携
を一層深めていく必要がある。 
・巡回・教育相談を組織的に当
たる必要がある。 

②相談支援センターと
しての機能充実と聴覚
障害教育の理解啓発 
 

②関係諸機関や医療機関等
との連携の定着・充実 
②巡回・教育相談における
ニーズに応じた指導支援 
 

②地域・関係諸機関の聴覚
障害教育への理解、医療と
連携強化したネットワーク
を地域に浸透する役割を教
育機関として果たせたか。 
②難聴幼児児童生徒の在籍
する学級担当者への指導支
援が改善したか。 

   

 

 

３ 

・ICT 機器の活用、文字情報の提
示、手話通訳の方法等聴覚障害者
に分かりやすい情報提供や工夫を
さらに進めていく必要がある。 

①ICT を活用した情報
提供や個別学習、協同
学習の推進と情報保障
の改善等、教育環境整
備 

①聴覚障害教育における ICT
教育の有効性の課題につい
て研究（ｸﾞｰｸﾞﾙｸﾗｽﾙｰﾑ）や
学習支援ソフト（ﾛｲﾛﾉｰﾄ
等）の活用促進と教育実践
紹介の実施 
①聴覚障害教育における情
報保障のための UD トークの
活用 

①ICT を効果的に活用し、
個別最適化した学びや協同
的学びの促進、プログラミ
ング教育、情報リテラシー
等の取組を推進できたか。 
①UD トークを授業、研修会
及び講演会、支援籍学習、
産業現場等における実習で
積極的に活用できたか。 

   

 

 

・安心安全な学校のために、早期
の発見や対応など、教職員の危機
管理意識を高め組織的な対応をし
ていく必要がある。 
・体罰、不適切な指導をはじめ、
教職員の事故防止に取り組む必要
がある。 

②幼児児童生徒が安心
安全に学習できる指導
体制の確立 
 

②校内巡視、安全点検、ヒ
ヤリハット・事故報告の定
着で危機管理を徹底する。 
②教職員不祥事根絶事故防
止研修会及びＮ字型研修を
定期的に実施し、教職員一
人一人の危機管理意識を醸
成する。 

②幼児児童生徒の事故につ
ながり兼ねない些細な変化
や施設設備不備・危険箇所
について速やかに報告し、
危険認知について情報共有
できたか。 
②教職員の事故を未然に防
ぐことができたか。 

   

 

 

 


